
出荷目標８７６５４３２１生時（月）
生時体重40kg未満

２６０２４０２１０１８０１５０１２０９０６０３０（日齢）

３．０１．９０．１えづけ飼料１日当たり
飼料給与量
（原物重，ｋｇ）

３．５３．５３．５４．５４．５３．５育成飼料

５．０４．５４．０２．５１．７１．３０．３０．２０．０１５良質粗飼料（乾草）

１１６１１４１１０１０７１０２９７９１８５８０７２体高の目安（cm）

３００２７７２４４２１１１７２１３６１０６７６６１３５体重の目安（ｋｇ）

子牛育成飼料給与マニュアル

出荷目標８７６５４３２１生時（月）
生時体重35kg

２６５２４０２１０１８０１５０１２０９０６０３０（日齢）

２．７１．６０．１えづけ飼料１日当たり
飼料給与量
（原物重，ｋｇ）

３．５３．５３．５４．０４．０３．０育成飼料

４．５４．０３．５２．０１．６１．３０．３０．２０．０１５良質粗飼料（乾草）

１１３１１１１０８１０４１００９５９０８４７７６９体高の目安（cm）

２７０２５０２２１１９３１６１１３０１０１７４５９３５体重の目安（ｋｇ）

濃厚飼料と粗飼料の給与割合（去勢,生時体重40kg以上の場合）

子牛育成飼料給与マニュアル（R7.11月改訂）

～「フレームサイズ」がある，「腹づくり」のできた，「過肥でない」子牛づくりに努めましょう！～
生後３カ月間が重要，「人工哺乳」や「制限哺乳」に取り組み，えづけ飼料摂取量を高めよう！

今回，生時体重の増加に伴いマニュアルの一部改訂を行いました。

えづけ飼料：乾草

９ ： １
育成飼料：乾草

７ ： ３
育成飼料：乾草

４ ： ６

鹿児島県肉用牛振興協議会 ＴＥＬ ０９９－２８６－３２２３ http://kagoshima-kuroushi.org/

８ 出荷目標７６５４３２１生時（月）
生時体重40kg以上

２４０２１０１８０１５０１２０９０６０３０（日齢）

３．５２．２０．１えづけ飼料１日当たり
飼料給与量
（原物重，ｋｇ）

３．５４．０４．５４．５４．０育成飼料

５．０４．０３．０２．０１．６０．４０．２０．０１５良質粗飼料（乾草）

１１８１１５１１０１０５１００９５８９８３７７体高の目安（cm）

３００２６４２３１１９２１５６１２０８４６６４０体重の目安（ｋｇ） 推定
体重(kg)

胸囲
(cm)

4077

3976

3875

3674

3573

☆生時体重が大きい
子牛は，増体に優れる
ため早く出荷できます

◎生時体重を推定
しましょう
→胸囲の測定

生後～３カ月 ６カ月～出荷

人工哺乳や制限哺乳でえづけ飼料摂取量の増加

＜えづけ飼料で子牛の体と第１胃の絨毛の発達＞ ＜育成飼料多給で骨格の発達＞ ＜粗飼料多給で胃袋の発達＞
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えづけ飼料から育成飼料へ
切替は３週間かけてゆっくりと

骨格が最も発達する

５～６カ月齢に育成飼料給与
最大

濃厚飼料多給から粗飼料多給へ
切替はゆっくりと

濃厚飼料を制限し余分な脂肪は
付けない ⇒ 増体に優れる牛は

早期出荷

切替

ミルク＋
えづけ飼料

⇓
絨毛の

発達良好

隔 離 隔 離 隔 離哺乳哺乳

朝（15分程） 夕（15分程）

濃厚飼料

粗飼料

３日齢から飲めるよう
新鮮な水の準備

頭数に合った
飼槽幅と食べやすい高さに調整

制限哺乳：哺乳回数を１日朝夕２回に制限
スムーズな離乳と母牛の発情回帰にも効果

給与量（ｋｇ）
割合切替例

育成えづけ

０．９２．６３：１１週目

１．75１．75１：１２週目

２．６０．９１：３３週目
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切替

５～６カ月齢で
育成飼料はピーク

②人工哺乳や制限哺乳
の実施

①３日齢から飲水給与

④２カ月齢離乳の実施
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粗飼料多給
濃厚飼料制限

えづけ飼料で
哺乳期の発育促進

離乳時，えづけ飼料１日あたり
１ｋｇ以上摂取でスムーズな離乳
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③７日齢からえづけ飼料
給与（固形飼料に慣れさせる）

えづけ飼料：乾草

９ ： １
育成飼料：乾草

７ ： ３４～５カ月
育成飼料：乾草

４ ： ６

【設計値】 えづけ飼料：CP18％ TDN75％ 育成飼料：CP16％ TDN70％
（～５カ月）バミューダ乾草：CP8.1％ TDN49.1％ （６カ月～）イタリアン乾草（自給飼料）：CP9.7％ TDN53.4％

☆給与量は目安です。目安体重以上の牛には，濃厚飼料と粗飼料の割合を守り，飽食給与を行い，採食量が不足しないようにしてください。
☆CP含量が低い粗飼料を給与すると飼料摂取量が低下するので，粗飼料多給となる６カ月齢以降は給与飼料全体のCP含量を乾物中12％以上にしてください。

えづけ用「混合飼料」の作成方法
①乾草を１～3cmにカット ②乾草２．２kgを計量

③えづけ飼料 20kgを投入 ④えづけ飼料と乾草を混合
密閉容器保管

生後３カ月齢までの
管理ポイント

重 要

育成飼料のピーク

育成飼料のピーク

育成飼料のピーク

http://kagoshima-kuroushi.org/



